
電子図書館への期待 人文系ユーザの視点から

茨城県立 舘
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書

士

図

富

の研究者・専門家は，貴重書の電子化をはじめとする章子図書館の

1てどのように考えているか，ということを， r沖縄の服史情報研究j の例によって捜

し，ここで作或されたヂ…タベースの4つの類型に沿って，これまで我が国で実現され

てきた事例を引用しつつ具体的に検討するむそして，特に古地留のヂータを電子的

する場合の留意点について述べ，最後に人文系ユーザに対して電子図書館が与える影響と

の期待について述べるむ

同
日

おいて，

おける

り上げ始めたころ， r龍子図書館とは，
内容をそのままこコンピュー

タで見られるものであるj というイメージ

一殺に流布していた。これはあ

1とも言えないが，人文系ニエーずにとっ

ては，図書館の蔵書が時間や場所の制約を

超えて白出に関覧できる，というのは，き

めて魅力的なことであヲ，

しはじめ

人文・

の文献や資料は，自

置と

る1ことは，

とする

人文・

時刷物を

の

さ

る電子

中核的施設で、めや が，いわゆ

タベースの

ながら，これらの分

の

きわめて有用である2と

本稿では，これまでに我が間で実現され

てきた人文科学分野{主として歴史学・地

-文学)におiする電子図書態的試みの

ていくことによって，人文系ユ

ザが電子臨書館に期待するものは伺かとい

のままj 見ることができる，

るものと思われる。なか

でも，利用に制約があることが

る期待は大きかった口

我が国の

始まった当初，定子密書館

が提洪する具体的な内容としては，サブジ

クト・ゲートクエイや学内生産物

う問題 し1D 化と並んで黄重書の きな柱と

2黛 電子北:r電子展示j

という言葉を レピ等

っていた九これは，図書館側としては，実

な資料の保存と和男という相反する需題

に電子化という方法が適していιv
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とや， らば電子化 う著作権関

しやすいとい

つ 的

責務を く社

コZミb、 していく際の象徴的 資料として

ま うことは時宜 ヵ、

ためである""

によって 料が

続々と し'¥{)"o 

1段階で龍子化された貴重書

やそれに類する名称で公開さ

る。電子展示とれていること

通り相ら の開催に伴って電子的

もf子おうというスタイノレで、始まつ

ものである三また，単なる展示会の

ではなく電子展恭ならではの特性を

うとする窓図を持って企画された例6もみ

られるが，図書館が主体となって行う

の場合は，内容として

と間橡を組み合わせた形が多い守

これらの電子袈示の初期の段階では，貴

ることに

く，

る場合にも多

リンクをはって当

の酉像荷公開するという，実質的に「展示j

のスタイノレに近い形がとられる場合が多か

ったn そのため，

(テキスト)とし

り，:mJ橡ヂ…タベースの形

体についての向ら

し

々の画橡自

を準備し

うしているもの， ち貴重書の タ

ベースであるこ し な

されているものは，それ誌 く なかっ

たよう る。

人文科学分野 いて 糞重書の
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が研究上宥用である場合が多いこと

詰言うまでもないが，せっかくの公開も f展

示j というレベルでとどまり検紫機能が不

十分になってしまうと利用倍植が大きく

じてしまうことも少なくない九もちろん，

一般に電子展恭や組人文庫の章子的な公開

のき拐の目的は，当該画像の公開のみでも

られていることが誌とんどであり，

る本格的なヂ…タ

ベース機龍 るのは過大 である

という考え方も成り立つO しかし，せっか

く高畿が公開されても，ヂ…タベース機能

が不十分で効率的な検索・関覧ができ

ったり，公開する間像そのものの解像度に

問題があったりする場合もあち，もう少し

手を加えれば格設に使い勝手がよくなると

このよう

あったむ

うけられるだけ

に残念なことで

3. r 5中縄の藍史慣報研究Jの授点
の研究者・

をはじめとする

の問題について，どのように考えているの

であろうか。実擦にヂータベースを構築し

によって，どのような視点を持って

いるのか見ていくことにしたい。

岩埼宏之氏は，

総活

いて，大量かっ

のもの ついての研究 であること

している G V iこ;土

し

ついて



-原史料の画像のイメージ情報の持つ階

層的な構造の解析

・史料そのものの文脈や文章の構造の解

析

・一つひとつの語葉・文字にいたるまで

のさまざまな次元での問題への対処

としづ作業として表われるものであり， ["歴

史資料の情報化のためには，これまでの歴

史研究では経験しなかった史料研究の新た

な領域があり，そのための歴史情報資源研

究が不可欠」であると述べているD そして，

こうした問題意識のもとに「沖縄の歴史情

報研究Jで実際に作成されたデータベース

なく，広く人文科学全般にも適用できるも

のであると考えられる100

以下では，この「沖縄の歴史情報研究J

の視点を基点として，このデータベースの

4つの類型についてすでに実現されている

個々の事例を見，その中で具体的な問題点

等を考えていくことにしたいD

4.研究文献情報と資料の所在情報

研究文献情報や資料の所在情報は，特に

電子図書館に特有のコンテンツというわけ

ではなく，これまでの図書館の事業でも書

誌や目録として印刷物の形でしばしば刊行

は されてきたものであった。こうした過去に

( 1)各種研究文献の総合的把握のための 刊行された印刷物を電子化する場合，もっ

研究文献情報データベース

(2)各種歴史資料の所在情報に関するデ

ータベース

(3)基本的文献の全文テキスト・データ

ベース

(4)原資料のイメージ情報を伝えるため

の画像データベース

の4種類のデータベースであった90

これは「歴史研究でのコンビュータの利

用」という観点からの議論と実践の結果で

あるが，まず資料そのものについて新たな

視点から解析・研究を行い，ついでそうし

た資料の特性を生かした形でのデータベー

スの構築を行う， という手順は非常にオー

ソドックスなものである。

この岩崎氏の指摘とその成果として作成

されたデータベースの4つの類型は，一般

に「実験装置Jとしての文献や資料が「デ

ータベースの形成Jという観点でディジタ

ル化され，それが広く提供されることを想

定した場合においても，歴史研究だけでは
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とも簡単なのは印刷物をスキャナ等で取り

込んで画像データに変換する方法であろう。

しかし，これだけでは単に画像の形でディ

ジタルデータを作成したというだけであっ

て，このままでは内容の検索も十分にはで

きないので，索ヲiから本文(の画像)をた

どる，という形で検索機能を提供11するこ

とが考えられる口元来，書誌や目録は通読

するものではなく， 目次や索引によって利

用するのが一般的であるので，このような

形での検索方法は，印刷物で、可能だ、った検

索機能を電子版でも実現した，という意義

を持っている。漢籍目録のように，文字コ

ードの問題等によって単純にテキストデー

タにしにくいものの場合は，特にこのよう

な方法が適しているとも考えられる(この

電子テキストと画像データの問題について

は後述する)。

しかし，書誌や目録から論文や原資料に

アクセスすることができれば，もちろんユ

ーザにとってはより利便性が高くなる。た



とえば，筑波大学電子図書館が OPACを起

点として全文情報にアクセスするスタイル

を基本としている 12ことは，ユーザの利用

行動を考えると自然な流れであると評価で

きる。また，特に自然科学系では不可欠の

資料となっている電子ジャーナルも，書誌

情報から本文そのものにアクセスできると

いう点で基本的にこれと同じ構造を持って

いるといえる。

5. 全文テキスト阻データベース

一般に全文テキスト・データベースとし

て有用なものは，

①論文

②基本的文献・史料

の2種類に大別されよう。このうち①は電

子ジャーナルで提供されるような研究論文

そのものであるが，たとえばCNKI(China 

N ational Knowledge Infrastructure)のよ

うに，電子ジャーナルとして論文を提供す

るだけではなく，引用文献をたどることに

よって論文評価・研究者評価を行うことが

できる 13システムも多くなっている。

一方，②は特に人文・社会科学系で有用

なものであり，一般に大規模なものほど利

用価値が高くなる 140全文テキストには，テ

キスト中にリンクが付されているものとリ

ンクが付されていないものがあるが，たと

えば法律のように他の条文との関係を参照

する必要があるもの15は前者の，文学作品研

究等を目的とするもの 16は後者のスタイル

が適しているといえるだろう。

また，資料によっては，一次元的なテキ

ストとしての性格と，二次元的な図として

の性格を併せ持つものもあり，いわゆるプ

レーン・テキストでは表現しにくいものも
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ある。師茂樹氏は“SVGを用いた『華巌一

乗法界園』の表現実験"17の中で「テキス

トデータベースと言えば、単純な仕組みを

想像されがちであるが、実際には極めて多

様な表現様式を持ち、それに筆者らの思想

が託されているので、ある。Jと述べているが，

これはここで取り上げられている仏典だけ

に限られるものではなく，いわゆる古典全

般について当てはまることであり，傾聴す

べき見解である。

ところで， 日本や中国の古典を全文テキ

スト化しようとする場合，漢字コードの問

題や底本に異体字や略字が使われている時

の対処をどうするかという問題がある。こ

れらの問題の解決のために，二階堂善弘氏

は「画像に電子テキストを加える」方式を

提唱18している。電子テキストは検索や分

析・加工の際に強力な力を発揮する反面，

作成時にデータ作成者(校訂者)の解釈が

差し挟まれる可能性がある。一方，画像デ

ータは検索や分析の用途に使うことはでき

ないが，原本をそのまま提示できるので，

データ作成者の解釈が入り込む余地が少な

く，仮に電子テキストにデータ作成者の誤

りや恋意的な解釈があっても，利用者自身

がそれを正すことができる。したがって，

この両者を同時に提供できれば，それぞれ

の長所を生かした活用が可能になる。すで

にこのような形で作成されているデータも

多い19が，特に資料の解釈そのものが研究上

重要な意味を持つ人文系ユーザにとっては，

I (鮮明な)画像十テキスト」方式が最も望

ましい形式であるといえよう。

6皿画像データベース

最近の電子図書館の動きの中で，人文系



とrって最もインパクトがあったの

図書館の近代ヂジタノレライブラリ

ーであろう。これについては ~ACADE謎IC

RESOURCE GUIDE~ の連続特集 IW近代

ニL きわめて高い評舘を受けているの

慢を公開する場合に荷が重要で、

をすべき

門

している専ということを

ると考えられる

の 本コレクショ

っているためであ

とえば中野三敏氏

ータベースの fはじめにj

タ作成

ピスに対する も見ちれるが， でこのこコレクションが f間一タイトノレの本

でも、初抜・再版、初印・後印といっテム-l-"::・)，_j..-i.-+悶州九-ジタ/レライブラリーが

利用できるようになったことはおおむね高

く押価されている。

とえば明

村正直の

トセラーである中

を検索すると 12件

ヒット(明治3年から明治42

されたもの)するが，

でに出版

の本文を

ることができ，出張年の異なるも

のを相互に比較する作業も容易に行うこと

ができる。まさに画期的なことであるが，

的部分に着目した集蓄が行なわれてい

るJので， I各持品を年代JI頃に配列

見返し・序・版文・ 2録・

付な

-奥

とが出来ること j

として迫る V

U と「比較的珍らし

い作品を 8 し、全了の

も準備することJとい

ータベ…スを作成され

ゆれはまさしく

し、詳細

つ

.，_ .，_で関覧できるの

このように簡単に科用できるようになると， 者が必要とする最も

限られる，ということを忘れがちになワ，

られるものがすべてであるかのよ

うな錯覚に陥る可能性がある。山下浩氏は

f本文の生態学~ 21の関頭に q款石はいつ

も f吾輩j と書いたかj という

い問題提起安され，そこから

法を鮮やかに描き出しているが，近代デジ

タ/レライブラリーはこのような言的でもも

ちろん利用可能でまうる。しかし，その

には当 1つ

を行う必要があり，書誌学の知識も必要で、

ある。また，利用の前提としてこうし

-作業にたえるだけの臨像官報が提供怠

れている必要がある。

タ提供者{~IJにはどのような

が必要であろうか。九州

の惜:子図書詰資料(貴重資料)が，

ものであり，

ていることともあわせ，

る

し

専
たしを

ータベースの

している好例であるむ

これは先に述べた岩晴氏の

の指摘とも通ずることでまうるが，単純に，

に富援を提供すればすむというよ

うな段階はすでにおわりをつげ，それぞれ

の資料の性質を考えて最適な形

情報をデータベースの影で捜供することが

求められている。一度間後ヂ…タを作成す

ると，後でそれに不満が出てきても資料を

してデータを作り直す，ということ

は事実上困難で、あるので，図書館はどのよ

うな形でデータを作成・器供するのが最適

か， とし1うこと る必要がある

その擦には当該の分野の専門家どの

協力が不可欠であろう。

36 



題1J議本コレクションヂーヲベースJからf英草紙Jの部分

7. 古地菌ヂ-?lの提{共について

ここで，画橡データベースの問題

的 るために，特定の分野をとりあげ

て し 1 。

において，最も

れている つに古地間

f2Qは り扱い

料の つで る。利用 関覧 る

自体の きさの どから

うことが 1。ま 自銭もとりに

くし 1 関IIのWebcat も検索するこ

と しく，ど 3コ にどのような古

されているのか， という惇報を

英草紙(J¥ナフサソウシ)5部

都賀駐韓(ツガテイショウ)

究延2年

II-4/実認2/ツ-1
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二2艶民議ゑ

ることも容易では し¥240 はその

の状況 自で見られること

ら，貴重な郷土資料として

電子化され公開される例25が増えているが，

たとえば地図上の任意の地点を自由に拡大

して見ることができるような顕橡を提供し

ているところはそれ誌ど多くはなく，

占 によって公開されている

ものの方が，いろいろ

とが多い。

されている

一一般 画畿の公開に

って き点は以下のようなもので、あ

ろう。



自鍛による地図の

②細かい部分ま きるよう

後の提供

③適切な解贈・解説の提供

①l土地図の検索の問題にかかわるもので

るむいかに富後データベースを作成する

といっても， 手がかりとなる

のは文字による情報，なかでも目

よる検索である可能生辻きわめて高い26主人

，出版年(作成年〉はもち

さえ明確でない場合が多いの

般の図書のようには居録による

が行えないことが多いむこの

として 自録情報 の特性に配恵、

した噴自を増やす27とともにサムネイノレの

ような識別用語録を図録清報と

する，といった方法が考えられる合

には解後度の問題である。徳島

タノレアーカイ

目録情報や解説，

が充実していることでも第一殺の資料であ

るが，当該図中の重要な部分，たとえば「阿

波盟大絵図Jの中の f認識城j の部分を部

きわめて高精細

で見ることができる。ま

方古地図

クりックするだけ

告出に見ることができる。たとえ

カラフトを調査した結果をまとめて作

製した関(黒龍江中出井天変:自筆図はシ

ーボルトに贈られ現在はライデン大学が所

し(ffi{]2 )のようなきわめて

な古地図を，個々の地名が判読可能になる

ほどの高締細の国橡で晃ることができ(図

3) ，研究上非常に価笹のある

きわめて利用しやすし されている。
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，古地図

(地名)が

しも一方向

いるわけ く，図

も北が上に描かれているとは限らないのでラ

画像を回転することができると文字の判読

や他の絵毘・地関・航担写真等との図形(地

形)の比較が容易になる D

ような古地閣の自録靖報

自鍛)を利用したり，展示会用に

作成された国録等の解説を利用したりする

ことが考えられるが，いずれにしても

家の協力を得ることが望ましいだろう。

さちに，古地図をディジタノレデータとす

ることにより，ディジタノレデータの特性

した議々な加工が可龍になり，

研究の新たな可能性が広がることが期待で

きる。たとえば，高精細の商機を提供する

ことで，現物よりもはるかに拡大し

に吉地図をど見ることが可能になるの

は，まさしくディジタノレデータの特性を生

かしたものである D また捷耀義塾大学の

HUMIブロジヱクト

の見方J30では，

の和記

高輪辺絵国Jの刊記の部分や回全体を重ね

ることによって刊行・印行の事情

らかにして〈罰4)，r鱗単に官記だけ

、刊行年を決めるわけにはも市￥なしリ

によって明瞭に示し

ており，きわめて興味深いものである。さ

らに，古地留の

と比較する研

して現代の地開

も進められており，

はこうしたものも志く公開される

高い。このように見てくると，竜子図書館

の「素材j としての古地躍は，きわめて

に展開していく可能性があり，ここで

もやはり史料明究が重要であることを示し



ているとともに，実際の画像データベース 共同作業が有効であることも示していると

の作成には，図書館関係者だけでなく，古 考えられる。

地図の研究者や情報学関係の専門家等との

図2:r黒龍江中洲弁天度J(f北方古地図電子展示」より)
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図3:図2の「黒龍江中洲井天度jのうち間宮海峡の最も狭い部分を拡大したもの
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密ヰ:諜永五年と安政二年の切絵図の事i記部分の比較(r江戸切絵図の見方jより)

8. 電子図書舘への期待

ユーザにとって，これまでは資料

(史料)の所在を調査することだけでも一

仕事であり，その謁査手!棋の背得と

よび先行研究の調査に多大な時開が割か

れてきた。しかも，千回大分民が述べて

られるように32Iそれが研究のすべてである

と患いこんでいるかのような研究者や論

文Jさえもあったのであるが，

によって，これまで述べてきたよう

官報や資料の所在電報，あ

るし¥ スト，

タベースが整備されてく

うした状況

について，

さらに

るようになると，

るを

者はこ に意識する に迫られ

ょう。こ 基本的 己々

れ研究者が開じスタートラインに立ってか

らが本当の研究になる，と言い換えること

もで、きる。その意味で，関心のある人々

べてが f実験装寵j を手に入れることがで

きる意義はきわめて大きい。また結果的に

従来以上に共同研究が行いやすくなるとと

もに，その重要性が格段に大きくなること

も予想され，この冨での研究方法も根本的

に変化してくると思われる。

これまで見てきたように，こうし

のための技術はすでに擁立されている。

今後さらに必要なものは9 し1カミに手u用しや

すく鶏率のいい形で有意義なヂ…タベース

を講築できるか，という問題である。その

は， ニL-
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インタ…フェースといっ も 人文系ユーずの「図書館の蔵書の

そのままJ見ることに対する電子

と信頼に対して，

を

であるが，ヂ…タベースの構築に捺してい

ろいろな分野の専門家の協力を得ること

ず必要であるむそして，特に国像情報な

どは技術の進農

きるような柔軟性・先

る必要がある。

リニューアノレで

持って作成す

ヤレンジを行うとともに，できる限り

大規模にかっ安定した形でデータベースを

形成嶋公開していくこと安期待したい。

1文部科学省 科学技術・学徳審議会 学術分科会“人文・社会科学の振興について 21 
世紀に期待される役割に応えるための当面の般輿方策一(報告)"(平成 14年 6月日前

(http://www.mext.go.jplb_menu/shingi/gij戸Itu/gijyutu4/toushin/020601.htm，
2002.12.16) なお以下の注において URLが記されているものの参照日はすべて 2002

12 jj 16日である。

公文部科学省 科学技街・学術審議会 学指分科会“科学技諾・学術糠議会 学荷分科会 人

文・社会幹学特別委員会(第4国)議事録" (平成 13年 10足 11日)

(http://www.mext.go.jplb_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/gijiroku/004/010902.htm)の宥)[1 

ロ クト:その経織と

27(2)， 2002.9 

5 とし

(http://ddb.libnet.kulib.kyotoぺ1.ac.jp/exhibit/ishin/shouinJshouin_aisatsuj.html)

6 たとえば筑波大学附属国書諮では特別展「天正少年使節と f漂?ノレチノ
したi療に. i展永そのものと印蕗H本の展示目録、それに竜子展示の公開の三つが一体となっ

「特別展の震

して、

(http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/htbin/htimage/exhibition/tokubetutenltenjilmitorizu… 

map.html?442ラ318)

?以下

トiこ
に関する論評でまちるが，画像と竜チテキス

宏人文系ユーザに共通する認識によって場的に指摘しておち，参考になる。

ジタノレライブラソー批半1]"UACADEMIC RESOURCE GUIDEj 146， 

2002.11 (http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/146.html) 
S 

(http://wwwopac.tulips.tsukuba.ac.jp/limedio/dlamIB1132580/1/mokuji/1304.pdf) 

9“重点領域研究 f沖縄の歴史官報研究JCD抗O出技研究成果報告書)) (1999年 3月〉

(h抗予:/Isumomo瓜uw.oiu.ac.j.p/indexOO.htm)
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とえば特定の主題に関する研究文献情報ヂータベースとしては，国文学研究資料館の

目錬ヂータベースが雑誌・国舎を問わず関径の論文を収録している。

(http://www.nijl.ac.jp/bunsekiJindex.html) 

このデータベ…スは雑誌記事索引では検索できなし

文)も検索することが可龍になっており，重要な論文がしばし

ある国文学(人文科学)の分野では，このような特徴に対定し

ことでユーザの夜い勝平は飛躍的に臭く

11たとえば東京大学総合図書館漢籍信

電子化し

盟議が子五千子されたが，これを

るページ〔蕗強〉へのリンクが

られている

目録"

(http://kanseki.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/kansekiJindex.html) 

12 “電子図書館サ…ピス月 (http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/討you_annai/dl.html)
13千田大介 "CNKI雑感"~漢字文献情報処理研究会メ…ノレマガジン~ 21， 2002.11 

(http://www.jaet.gr.jp/mag/021.txt. なお CNKIはhttp://www.cnki.net/)

14たとえば大正新情大戴紹子キストデータベース http://www.l.u-tokyo.ac.jp/-sat/japan/

のように，大規模でかつ定評のある資料を電子化しデータベースイじする事業は，

も非常に期待されてい

15総務省の法令ヂ…タ提供システム (http://law.e官ov.go.jp/cgi-bin/idxsearch‘や大阪
市立大学の大坂町蝕ヂータベース全文検索システム

(http://dlisv01.media.osaka-cu.ac.jp/Ofure/index.html)などっ

16ふtext日本文学学術的電子図書舘 (http://www.上text.com/，
http://www.j-text.com/shushi.htmlに記されている)や高木元氏

(http://member.nifty.ne.jp/-tgenんこのサイトで高木氏泣たとえば

http://member.nifty.ne必/-tgen/text/8mei.htmでは図版を付した形で解題と
おり，文末には fこの機械可読テキストのし市￥なる被写、改変、諺正も

ている)など
17 部地紙十“SVGを用し

(http://www.l.u-tokyo.ac.jp/-sat/japan/tech/experimental/svg.html) 0 

18ニi草堂善弘“r武正伎討平話』データベ…スについて:龍子テキストと
字文献嬉報処理研究~ 1， 2000.10， p.4-8 

(http://nika01.hum.ibaraki.ac.jp/吋 likaido/fazhou.html)
19たと

(http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/konjaku/kjframe.htm)や，

(http://yamato.lib.nara凶wu.ac.jp/y03乃などc

20 ~ ACADEMIC RESOURCE Gじ 144~148， 2002.10~2002.12 

(http://www.ne.jp/asahi/coffee/house/ARG/b-number.html) 
21 山下浩 f本文の生態学J日本エディタースク…ノレ出張部， 19930 
22 http://herakles.lib.kyushuぺl.ac.jp/yomi/jo.htm

夕刊『漢

23 ，1"刊町市“電子図書館と高精細菌像"~筑技大学附属図書館所蔵 司本美術の名品J筑波
図書鵠， 2000， p.34ω37 

(http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/tannyuu/catalog.pdf) 
24 ;;漆窃官ート盟“情ニ乙riY1書館時代の在地国情報円 f日本近代書誌学協会会報 6，1999.11， 
p.36-40o 
25 ギャラヲ

(http://www.library.pref.nara.jp/lib引 ara/koukai/indexlmap.h tml)をはじめ，新潟， I南
山ラ石川1，富山，秋田等，多くの県立図書館が公開している。
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26現伐の地図では，地図上の地点(匿名〉を指定し

多様な選択肢から検索できるものが多く，たとえば国土地理院の地形器開覧システム

(http://mapbrowse.gsi.go.jp/mapsearch.html)は，全国の 2万5千分の lの地形図を鮮

な画像で関覧できることとともに，検来方法が充実していて使いやすいことも高く評留

ることができる。

27たとえば明治大学の麓出文産の目録は独告の?ニュアノレを持ち，性記・解題を積機的

記述している。“麓田文主主議築作業?ニュアノレ"

(http://www.lib泣leiji.ac.jp/ashida!docs/acr.html)およびその成果物としての“明治大学
問書館所蔵芦田地居侵録"(http://www.lib.meiji.ac.jp/ashida!catlg/白金x.html)。
28 .http://memex.lib.tokushima-u.ac.jp/-archive/ なお，岡田

る近世絵~史料の紹高精紐雷{象化とその利用公開"
p.26刷39に詳しく報告されてい

29 http://libserv2.lib.hokudai.ac.jp/125/map.html なお，中村揚ほか“北海道大学附属図

タベースおよび北海道大学創基 125周年記念展示における北方古地図
精紹震設について" W大学図書館研党J出， 2002.8， p.1-10に詳しく報告されている。
30 自石克，土産亮“江戸切絵図の見方"

(http://www.humi.keio.ac.jp/treasures/jp_map/mita/html/top.html)。
31 dコ4JP十ザチックスのトピックスのページhttp://www.chuogeom抗ics.jp/topics/に

や“古地国と現代図のモーフィング在用いた表現"が取り上げられてい
る。

32平田前掲論文。
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